
続

備
南
中
世
山
城
跡
の
現
状

福
山
ユ
ー
ス
ド

マ
ツ
プ
ク
ラ
ブ

（収
録
山
城
跡
）
西
山
城
、
滝
山
城
、
竜
王
石
山
城
、
山
王
山
城
、
要
害
山
城
、
山

戸
山
城
、
中
野
天
神
山
城

（調
査
参
加
者
）
田
口
義
之
、
岡
内
譲
二
、
七
森
博
明
、
関
戸
和
典
、
松
本
信
二
、

猪
原
進
、
柏
原
正
尚

西

山

城

跡
　
（
別
名
　
池
原
城
　
神
原
城

）

所
在
地
　
福
山
市
坪
生
町
西
池
平

現
状
　
坪
生
町
、
春
日
町
と
深
安
郡
神
辺
町
の
境
界
上
の
標
高

一
八
〇

ｍ
余
の
山
頂

か
ら
南
東
に
延
び
た
尾
根
上
に
築
か
れ
た
山
城
で
現
在
城
址
南
端
に
稲
荷
神
社
が
祭

ら
れ
て
い
る
。

遺
構
は
二
七

ｍ
×

一
八

ｍ
の
削
平
地

（①
郭
）
と
そ
の
南
の

一
〇

ｍ
×

一
〇

ｍ
の

削
平
地

（②
郭
）
を
残
す
の
み
で
空
堀
、
土
累
等
は
全
っ
く
残

っ
て
い
な
い
。

猶
、
②
郭
は
前
述
の
神
社
の
敷
地
に
な
っ
て
い
る
。

赫
西 山 城 址
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城
主

　

「
西
備
名
区
」
に
よ
る
と
、
大
内
氏
の
家
臣
、
神
原
伯
者
守
助
宗
、
同
采
女

正
助
春
、
同
和
泉
守
、
同
四
郎
頼
景
等
、
神
原
氏
が
代
々
居
城
し
頼
景

の
代
享
禄
年

中

（
一
五
二
八
～

一
五
三

こ

に
没
落
し
た
と
い
う
。

こ
の
神
原
氏
の
性
格
は
不
明

で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
、

こ
の
附
近
の
中
世
庄
園
坪

生
荘

の
名
主
層

で
室
町
期

に
買
得
等

の
方
法
で
田
地

を
集
積
し
て
力
を
た
く
わ

え
、
戦
国
期

に
こ
の
附
近

に
勢
力
を
伸
ば
し
て
き
た

周
防

（
山
口
県
）

の
守
護

大
名
大
内
氏
の
被
官
と
な

っ
て
武
士
化
し
た
者
で
あ

ス
了
，
。滝

山

城

跡
　
（
別
名
　

二̈
郡
山
城

）

所
在
地
　
深
安
郡
神
辺
町
上
御
領

現
状
　
猪
原
薫

一
氏
の

「
滝
山
城
跡
に
就
い
て
」

（備
後
史
談
所
収
）
に
よ
れ
ば
、

明
治
の
末
頃
迄
は
明
ら
か
に
城
跡
と
し
て
の
遺
構
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
石
材
採

取
の
た
め
地
形
が
変

っ
た
と
の
こ
と
で
、
私
達
が
昭
和
四
五
年
踏
査
し
た
時
点
で
も

遺
構
と
し
て
明
確
に
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
山
頂
北
側
に
残
る
二
〇

ｍ
×

一
〇

ｍ
の

削
平
地
の
み
で
、
山
頂
部
は
な
だ
ら
か
な
畑
地
と
な
っ
て
い
た
。

城
主

　

「
備
後
古
城
記
」
に
よ
れ
ば
城
主
、
宍
戸
孫
六
郎
秀
安
、

『
西
備
名
区
」
に

は
宮
氏
の
居
城
と
し
て
い
る
。

宍
戸
氏
は
安
芸
国
甲
立
に
本
拠
を
置
い
た
有
力
豪
族
で
あ
る
が
、
そ
の
系
図
中
に

秀
安
の
名
は
見
あ
た
ら
な
い
。
又
、
宍
戸
氏
が
こ
の
地
に
勢
力
を
伸
ば
し
た
こ
と
を

伝
え
る
記
録
も
残

っ
て
い
な
い
。
し
い
て
関
係
づ
け
れ
ば
天
正

（
一
五
七
三
～

一
五

九

一
）
末
年
、
宍
戸
氏
は
毛
利
氏
重
臣
と
し
て
備
中
に

一
〇
二
五
八
石
、
備
後
に

一

一
一
六
石
の
給
地
を
有
し
て
い
る

（毛
利
氏
八
ケ
国
時
代
分
限
帳
）
の
で
、
そ
の
所

領
が
備
後
、
備
中
の
境
に
あ
る
当
城
附
近
に
あ
っ
て
、
そ
の
支
配
の
た
め

一
族
の
秀

安
を
こ
の
城
に
置
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
宮
氏
が
居
城
し
た
と
伝
え
る
の
は
、
室
町
時
代
の
永
享
三
年

（
一
四
三

一
）
、

宮
上
野
入
道
は
当
時
安
那
東
条
と
呼
ば
れ
た
御
領
の
領
有
を
め
ぐ
っ
て
岡
崎
門
跡
と

西山城址附近

滝山城址附近
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争

っ
て
い
る

（御
前
落
居
記
録
）
こ
と
か
ら
推
定
し
て
、
御
領
に
勢
力
を
有
す
る
宮

氏
が
そ
の
所
領
支
配
の
拠
点
と
し
て
こ
の
城
を
使
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
当
城
の
始
築
年
代
、
築
城
者
等
は
不
明
で
あ
る
が
室
町
期

に
は
備
後
の
有
力
豪
族
宮
氏
が
所
領
支
配
の
た
め
に
当
城
を
利
用
し
、
宮
氏
が
亡
ん

だ
後
天
正
年
間
に
は
同
じ
理
由
で
安
芸
国
の
宍
戸
氏
が
こ
の
城
を
利
用
し
た
の
で
あ

ス
７
っ
。

む
ろ
ん
山
城
は

戦

い
の
為
に
築

か
れ
た
も

の
で

あ
る
か
ら
滝
山

城
も
何
度
か
戦

の
ち
ま
た
に
ま

き
込
ま
れ
た
で

あ
ろ
う
。

し
か
し
、
残
念

な
が
ら
記
録
は

何
も
語

っ
て
く

れ
な
い
。

竜

王

石

山

城

跡

所
在
地
　
深
安
郡
神
辺
町
御
領

現
状
　
神
辺
町
御
領
の
北
に
そ
び
え
る
八
丈
岩
山
塊
か
ら
南
に
延
び
る
尾
根
を
利
用

し
た
山
城
で
、
現
在
遺
構
と
し
て
は
四
二
ｍ
×

一
〇

ｍ
の
長
方
型
の
削
平
地

（①
郭
）

と
、
そ
の
南
に
接
す
る

一
〇

ｍ
×

一
〇

ｍ
の
削
平
地

（②
郭
）
が
存
在
し
、
①
郭
北

側
尾
根
続
き
に
は
巾
約

一
〇

ｍ
の
空
堀
状
の
窪
地
が
残

っ
て
い
る
。

城
主
　
重
政
氏
の
居
城
と
伝
え
る
。
重
政
氏
の
家
伝
で
は
、
そ
の
年
代
は
一二
弘
年
中

（
一
三
二

一
～

一
三
三
三
）
で
平
左
衛
門
尉
光
泰
が
後
醍
醐
天
皇
方
と
し
て
挙
兵
し

た
時
、
こ
の
城
に
拠

っ
た
と
い
う
。
こ
の
伝
え
は
他
に
正
確
な
記
録
が
な
く
何
と
も

い
え
な
い
が
、
あ
る
い
は
こ
の
城
の
あ
る
御
領
は
そ
の
名
の
通
り
皇
室
を
本
家
と
す

る
庄
園
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
重
政
氏
を
そ
の
庄
官
と
仮
定
す
れ
ば
、
元
弘
の

変
に
際
し
て
、
重
政
氏
が
宮
方
に

応
じ
て
こ
の
城
に
籠

っ
た
と
い
う

こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
御
領
の
城
主
と
し
て

「
西
備
名
区
』
等
に
は
目
崎
氏
や

神
辺
城
主
山
名
理
興
の
家
臣
、
菊

地
肥
前
守
、
同
右
近
允
、
安
田
文

次
の
名
前
を
あ
げ
て
い
る
が
そ
の

城
跡
は
現
在
判
明
し
て
い
な
い
の

で
、
彼
等
が
重
政
氏
の
あ
と
こ
の

御領滝山城址
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城

に
居
城
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
当
城
は
神
辺
城

の
支
城
と
し
て
の
役

割
り
を
持

っ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

（備
陽
六
郡
志

に
よ
れ
ば

こ
の
城
は
別
名

茶
自
山
城
と
い
う
。
こ
の
説

に
よ
れ
ば
菊
地
氏
等
も

こ
の
城

に
居
城
し
た
こ
と
に
な

る
）（注

）
西
備
名
区
に
よ
れ
ば
菊
地
肥
前
守
等

は
茶
自
山
城
主
と
い
う
。

ｌ
ｌ
址竜王石 山城

山

王

山

城

跡

所
在
地
　
深
安
郡
神
辺
町
湯
野

現
状
　
五
ケ
手
山
々
塊
の
東
側
の
主
峰
、
標
高
八
二
ｍ
の
山
王
山
々
頂
に
築
か
れ
た

山
城
で
、
現
在
山
頂
平
地
に
日
吉
山
王
神
社
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
城
の
遺
構
は
先
述

の
神
社
の
敷
地
と
な
っ
て
い
る
た
め
明
確
な
も
の
は
何
も
残
っ
て
い
な
い
。

山
頂
平
地
の
西
側
に
土
塁
ら
し
き
土
盛
り
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

城
主

　

「
西
備
名
区
』
等
に
よ
る
と
、
天
文
年
中

（
一
五
三
二
～

一
五
五
四
）
に
宮

次
郎
左
衛
門
が
居
城
し
、
神
辺
城
主
杉
原

（山
名
と
も
）
氏
と
戦
い
、
敗
れ
て
討
死

に
し
た
と
い
う
。
宮
氏
の
本
拠
は
天
文
三
年

（
一
五
三
四
）
の
亀
寿
山
合
戦
に
敗
れ

L皇豊L.昌Mし∵
(S=1/10∞ )

山王山城址土塁 ?
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て
の
ち
は
中
条

（神
辺
町
）

附
近
に
移

っ
た
よ
う
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
出
城
と
し
て
山

王
山
頂

の
神
社
を
利
用
し
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
場
合
、
南
方

の
神
辺
城

に
拠

っ
て
、
備
南
支
配

の
基

礎
を
固
め

つ
つ
あ

っ
た
山
名

（杉
原
）
理
興

の
勢
力
と
衝

突
し
、
宮
氏
が
敗
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。

ｏ
調
査
年
月
日

一
九
七

一
、
三
、　
一
四

要

壼
曰
山

城

跡

（
別
名
　
天
神
山
城
、
茶
臼
山
城

）

所
在
地
　
深
安
郡
神
辺
町
徳
田

現
状
　
五
ケ
手
山
々
麓
の
西
方
の
主
峰
、
標
高
九
五

・
九

ｍ
の
要
害
山
々
頂
に
残
る

山
城
跡
で
、
山
頂
に
あ
る
主
郭
は
長
径
四
三

ｍ
、
短
径
四
〇

ｍ
の
ほ
ぼ
円
形
の
平
地

で
あ
る
。

『
福
山
市
史
』
上
巻

（
Ｐ
四

一
四
）

に
よ
る
と
い
こ
の
城
は
径
四
〇

ｍ
の
大
円
墳

の
墳
頂
部
を
切
り
取
り
、
古
墳

の
周
壕
を
利
用
し
て
築
か
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

確
か
に
主
郭
西
部

に
建

つ
石
槌
神
社

の
社
殿

の
下
か
ら
は

ハ
ニ
フ
の
破
片
が
出
土
す

0 5 10  20M

-
(S=1/1000)
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る
が
、
そ
れ
の
み
を
以
っ
て
大
円
墳
を
利
用
し
た
山
城
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
。
た
ま
た
ま
城
の
主
郭
を
築
く
時
、
そ
の
内
に
あ
っ
た
小
円
墳
を
破
戒
し
た

と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。
特
に
主
郭
の
平
地
は
水
平
で
は
な
く
西
側
が

や
や
高
ま
っ
て
い
て
、

ハ
ニ
フ
が
出
土
す
る

（前
頁
図
）
、
こ
の
高
ま
り
を
古
墳
跡

と
考
え
た
方
が
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
城
跡
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
土
塁
と
空
堀
の
遺
構
が
ほ
ぼ
完
全
に
残
り
、

主
郭
東
端
に
は
城
門
跡
と
思
わ
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
土
塁
の
高
さ

は
二

・
五

ｍ
、
空
堀
の
巾
は
底
部

一
。
六

ｍ
、
上
部
三

・
七

ｍ
を
計
り
、
城
門
跡
は

土
塁
が
く
い
違
い
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
間
が
窪
地
に
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
近

世
城
郭
の
升
形
門
の
原
初
的
な
も
の
が
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
尚
、
主
郭
の

他
に
も
南
麓
に
か
け
て
郭
跡
と
思
わ
れ
る
数
段
の
削
平
地
が
残

っ
て
い
る
。

城
主

　

『
西
備
名
区
』
等
に
よ
る
と
始
め
宮
若
狭
守
が
居
城
し
、
後
、
山
名
清
左
衛

門
、
平
賀
隆
宗
が
居
城
し
た
と
い
う
。
宮
若
狭
守
は
備
南
宮
氏
の
惣
領
で
初
め
亀
寿

山
城

（新
市
町
）
に
居
城
し
、
亀
寿
山
合
戦
に
敗
れ
て
後
安
那
郡
内
に
移
城
し
た
と

伝
え
る

（西
備
名
区
）
の
で
こ
の
城
に
直
接
居
城
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

『
備
後
国
福
山
御
領
分
古
城
記
」
に
よ
れ
ば
宮
若
狭
守
は
こ
の
城
に
城
代
と
し
て
山

名
清
左
衛
門
を
置
い
た
と
い
う
、
お
そ
ら
く
安
那
郡
北
部
に
勢
力
を
持

つ
宮
氏
が
南

方
神
辺
城
の
山
名
氏
に
対
す
る
押
え
と
し
て
こ
の
城
を
築
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

山
王
山
城
の
項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
天
文
年
間
、
宮
氏
は
山
名
氏
と
戦

っ
て
敗
れ
た

と
い
う
伝
え
が
あ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
こ
の
城
も
あ
る
い
は
宮

・
山
名
合
戦
の
舞

台
に
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

平
賀
隆
宗
は
安
芸
国
高
屋
の
有
力
豪
族
で
天
文

一
六
～

一
八
年
に
か
け
て
大
内
軍

の
神
辺
城
攻
撃
の

一
翼
と
な
っ
て
秋
丸
に
本
陣
を
置
い
た
と
い
う

（陰
徳
太
平
記
）
。

秋
丸
は
要
害
山
南
麓
の
地
名
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
、
要
害
山
城
に
も
平
賀
氏
の
軍

勢
が
籠

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
こ
の
城
は
初
め
宮
氏
が
南
方
に
対
す
る
押
え
と
し
て
築
き
、

そ
の
後
、
神
辺
城
合
戦
の
際
、
寄
手
の
平
賀
氏
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

し

ょ
う
と

正

戸

山

城

跡

（
勝
戸
、
勝
渡
と
も
書
く

）

所
在
地
　
福
山
市
御
幸
町
上
岩
成
正
戸

現
状
　
神
辺
平
野
の
中
央
北
部
に
孤
立
す
る
標
高
四
〇

ｍ
余
の
小
丘
、
正
戸
山
を
利

用
し
た
山
城
で
、
現
在
、
山
頂
平
地
に
は
石
槌
神
社

（
Ａ
）
が
祭
ら
れ
、
そ
の
西
方

に
は
気
象
観
測
器
具

（
Ｂ
）
が
置
か
れ
て
い
る
。
城
の
遺
構
は
山
頂
の
四
〇

ｍ
×
一

五

ｍ
の
長
方
形
の
削
平
地

（①
郭
）
を
中
心
に
、
そ

の
西

に

一
七
×

〓

一
ｍ
の

削
平
地

（②
郭
）
、
北
か

ら
東

に
か
け
て
長
さ
五
六

ｍ
×
巾
五
～

一
〇

ｍ
の
細

長

い
削
平
地

（③
郭
）
、

南

に

一
三
×
四

ｍ
の
削
平

地

（④
郭
）
、
③
郭

か
ら

東

に
空
堀
を
隔
て
て

一
八

-23-

正戸山城附近



×
五
～
八

ｍ
の
削
平
地

（Ｏ
郭
）
の
五
つ
の
郭
跡
が
残
り
、
①
郭
南
端
に
は
虎
口
状

の
遺
構
と
石
塁
が
存
在
す
る
。
又
、
北
麓
に
は
現
在
、
本
田
に
な
っ
て
い
る
広
大
な

平
坦
地
が
あ
り
城
に
附
属
し
た
屋
敷
跡
と
思
わ
れ
る
。
尚
、

「
西
備
名
区
」
に
よ
る

と
こ
の
城
の
西
、
北
、
東
は
か
つ
て
沼
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
曲
城
で
は
あ
る
が
、

備
中
高
換
城
や
福
山
市
津
之
郷
町
の
小
森
城
等
と
同
様
、
沼
城
の
性
格
も
持

っ
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一

城
主

　

「
備
陽
六
郡
志
」
等
に
よ
る
と
、
こ
の
城
は
小
藤
美
作
守
が
築
き
、
た
め
に

（
し
ょ
う
と
う
）
↓
正
戸
山
城
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
、
富
二
郎
入
道
正

渡
が
居
城
し
た
た
め
正
渡
山

（
し
ょ
う
と
や
ま
）
城
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

も
伝
え
る
が
そ
の
年
代
等
は
さ
だ
か
で
な
い
。

こ
の
城
が
史
上
に
現
わ
れ
る
の
は
南
北
朝
内
乱
期
と
戦
曇
期
の
二
度
で
あ
る
。

南
北
朝
時
代
の
観
応
二
年

（
一
三
五

一
）

一
〇
月
、
足
利
尊
氏
方
の
備
後
守
護
岩
松

頼
宥
は
こ
の
城
に
籠
り
、
敵
対
す
る
上
杉
氏
や
富
盛
進
の
政
撃
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
時
は
三
吉
覚
弁
等
の
奮
轟
に
よ
っ
て
敵
を
撃
退
し
て
い
る
が
、
頼
宥
が
ご
の
城

に
本
拠
を
置
い
た
の
は
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
城
が
神
辺
平
野
と
い
う
経
済
地
盤
を
持

ち
、
か
つ
銀
下
に
出
陽
道
が
通
る
と
い
う
、
交
通
の
要
衝
で
も
あ
る
と
い
う
点
に
日

を
つ
け
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

戦
国
期
に
入
る
と
こ
の
城
に
は
宮
氏
の

一
族
が
居
城
し
た
よ
う
で
、
天
文
年
間
の

城
主
と
し
て
尼
子
方
の
官
入
道
正
味
の
名
が
伝
わ
る
。

「
閥
閲
録
』
三
巻
Ｐ
二
五
三

「
天
文

一
六
年
六
月
二
日
付
大
内
氏
年
寄
衆
運
響
状

」
に
よ
る
と
天
文

一
六
年

（
一

五
四
七
）
四
月
、
大
内
氏
の
軍
勢
が
こ
の
城
を
攻
撃
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
、
尼

子
方
の
神
辺
城
に
対
し
て
大
内
勢
が
総
攻
撃
を
し
か
け
た
時
に
あ
た
り
、
落
城
し
た

と
い
う
記
録
が
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
こ
の
攻
撃
は
尼
子
方
の
宮
氏
に
対
す
る
け

ん
鷲
的
な
意
味
あ
い
を
持

つ
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後

『
西
備
名
区
』
等
に
よ
る
と
天
文
二

一
年

（
一
五
五
二
）
七
月
の
志
鷹
滝
山

合
戦
の
際
、
こ
の
城
も
毛
利
勢
に
攻
め
ら
れ
、
正
味
も
よ
く
戦

っ
た
が
「

（毛
利
勢
）

の

一
手
は
東
北
の
山

へ
取
り
上
り
、
少
し
小
高
慾
所
よ
り
火
矢
を
射
か
け
で
政
け
る

に
」
と
い
う
ぐ
あ
い
に
火
攻
め
に
よ
っ
て
落
城
し
、
正
味
も
討
死
に
し
た
と
い
う
。

住∫y

(S=1/1tXD)

正戸 山城址
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御幸町の正戸山城址

中禁
野の

天兎
神え
山

城

跡

所
在
地
　
福
山
市
加
茂
町
中
野

現
状
　
加
茂
谷
の
北
を
画
す
る
標
高

一
八
〇

ｍ
の
天
神
山
々
頂
に
残
る
山
城
跡
で
、

現
在
中
国
自
然
遊
歩
道
の
ル
ー
ト
と
な
り
休
息
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

城
の
遺
構
は
山
頂
の
三
二

ｍ
×

一
六

ｍ
の
削
平
地

（①
郭
）
と
そ
れ
に
附
属
す
る
二

ケ
の
削
平
地

（②
③
郭
）
の
み
で
、
①
郭
に
は
巨
岩
が
四
ケ
露
出
し
て
い
る
。

（
一
九
七
二

。
一
一
・
一
九
調
査
　
田
口

。
柏
原

・
七
森

・
関
戸
）

城
主

　

『
西
備
名
区
」
に
よ
る
と
周
防
大
内
家
の
家
臣
、
内
藤
伊
賀
守
久
安
、
同
伊

賀
守
宗
久
が
明
応
年
中

（
一
四
九
二
～

一
五
〇
〇
）
か
ら
慶
長
五
年

（
一
六
〇
〇
）

迄
居
城
し
た
と
い
う
。

し
か
し
、
明
応
年
中

大
内
氏
の
勢
力
が
こ

の
方
面
に
及
ん
だ
と

い
う
証
拠
は
な
い
。

「
備
後
国
福
山
御
領

分
古
城
記
」
に
よ
れ

ば
、
こ
の
城

に
は
宮

氏
の
城
代
、
栗
木
兵

部
近
氏
や
内
藤
伊
賀

守
、
吉
田
氏
の
家
臣

岡
本
氏
等
が
居
城
し
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た
と
い
う
。

ら
、
お
そ
ら

氏
滅
亡
後
、

こ
の
附
近
は
戦
国
期
ま
で
宮
氏
が
勢
力
を
持

っ
て
い
た
地
域
で
あ
る
か

く
、
初
め
宮
氏
の
代
官
が
居
城
し
、
天
文
二

一
年

（
一
五
五
二
）
の
宮

大
内
氏
の
家
臣
、
内
藤
伊
賀
守
な
ど
が
こ
の
城
に
拠

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（文
責
　
慇
田
義
之
）

，

０

0  5 10    20M

一

(S=1/1000)

天神山城址
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